
 

Japa Newsletter 2025/07/01 ＃64                                            3 

2. 寄稿：広島生まれの私の願い…音楽で戦う世界を目指したい 

（一般財団法人 日本演奏家協会 理事 広報部長 小椋満典） 

 

私は 1959年 8月 5日に広島市で生まれて育ちました。名前を小椋満典と申します。 

その広島は敗戦が濃厚となった1945年8月6日に原子爆弾によって壊滅的な被害を受けた後、

私は戦後の混乱がまだ色濃く残っている時期に生まれた訳です。 

 

こんな状況の広島で育った私は、平和の尊さと戦争の愚かさを肌で感じてきました。 

原爆ドームや平和記念公園はただの風景ではなく、人類が二度と繰り返してはならない重大な

教訓、そして平和への象徴として私の心に深く刻まれています。 

 

それでも戦後の日本は驚異的なスピードで復興を成し遂げて参りました。 

経済は飛躍的に成長し、1960 年代から 70 年代には経済大国日本として世界のトップレベルに

躍り出た程です。 

 

私が幼少期を過ごした広島もまた、瓦礫の中から立ち上がった人々の希望とエネルギーに満ち、

一丸となって進んでいた様に感じます。 

 

しかし、 2025 年の今、日本の状況は大きく変わってきています。 

少子高齢化が急速に進行しており、労働力不足や社会保障の負担増が経済を圧迫しています。 

かつて世界第 2位を誇った日本の経済力は順位を落とし始め、新興国の台頭に押されつつあり

ます。 

 

高齢化は日本だけの問題ではないですが、かつての勢いを失いつつある現実は、戦後の復興を

目の当たりにした私には寂しく映ります。 

 

さらに世界に目を向けると、混沌とした状況が続いています。 

宗教や民族の対立、資源を巡る争い、更には内戦やテロ…歴史から何も学ばず、同じ過ちを繰

り返す人類の姿に、私は深い失望感を覚えてしまいます。 

 

広島の原爆、第二次世界大戦、更にはその後の数々の紛争など、どれだけの犠牲を払えば、一

体、人間は平和の価値を本当の意味で理解できるのでしょうか。 

ニュースで流れる戦争の映像を見るたびに、広島の焼け野原を思い出し、胸が締め付けられる

思いがします。 

 

欲望や憎しみに駆られ、互いを傷つけ合うばかりで、協調や共生の道を見つけられない人間の

本質、私は原爆にあった広島県人として長い間、これが人類の限界なのだろうかと何度も考え

させられてきました。 
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それでも自分自身が救われた様に、人間本来の優しさや安堵を生み出し、少しでも争いごとを

減らす唯一のアイテムがあるとしたら、それは音楽であると確信しています。 

 

音楽には国境や言語、宗教を超える力があります。 

メロディやリズムは、人の心に直接響き、感情を揺さぶり、喜びや悲しみ、そして希望や絶望、

音楽はあらゆる感情を共有し、互いを理解する架け橋となるはずです。 

 

クラシック音楽のコンサートで異なる背景を持つ人々が同じ感動を共有する瞬間や、ポップス

のライブで若者たちが一緒に歌い笑い合う光景、そんな場面に私は人間の可能性を見出してい

きたいと思います。 

 

勿論、音楽だけで世界の問題を解決できる訳ではありませんが、音楽は対立を和らげ心を通わ

せる力を持っていると皆さんも思っているはずです。 

 

現在、私は日本演奏家協会で働きながら、クラシックの音楽活動に力を注いでいます。 

 

私は広島の歴史を背負う者として、音楽を

通じて平和のメッセージを伝えたい、そし

て戦争の愚かさと平和の大切さを後世に語

り継ぐ責任があると感じています。 

 

私の活動は音楽を通じて一人でも多くの人

に平和への思いを届けたいと思っていま

す。 

 

世界中で開催される平

和コンサートでは、全

ての国々の歴史をテー

マにした曲を演奏し、

聴衆と一緒に平和への

祈りを共有する、そん

な瞬間が私にとって何

よりも尊い時間である

と考えます。 

 

Music Changes The World をコンセプトに私の故郷が教えてくれた平和の願いを音に乗せて世

界に届けたいと思っています。 

 

補：寄稿のバックナンバーはhttps://www.japa.fellowlink.jp/professionalに掲載  


